
ユニバーサルデバイステンプレートの設定

この章では、ユニバーサルデバイステンプレートの設定に関する情報を提供します。

• ユニバーサルデバイステンプレートの設定, 1 ページ

ユニバーサルデバイステンプレートの設定
Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[ユーザ管理(User Management)] > [ユーザ/
電話のクイック追加(QuickUser/PhoneAdd)] > [ユニバーサルデバイステンプレート(UniversalDevice
Templates)]メニューパスを使用して、電話機、RDP、EMプロファイル（後で作成）などの任意
のデバイスに適用可能なユニバーサルデバイステンプレート（UDT）を設定します。

UDTは任意のデバイスに適用するために作成するテンプレートです。管理者は、1つの単純なイ
ンターフェイスですべてのデバイス関連設定を表示したり、それらの設定を任意のデバイスに適

用したりできます。UDTでは、特定のフィールドに自動的に情報（従業員名など）を埋め込む変
数であるトークンが使用されます。このテンプレートは、ユーザやデバイスのセットアップに関

連した管理作業を容易にし、1つのカスタマイズ可能なインターフェイス上で一連のデバイス設
定を一括管理します。

ユニバーサルデバイステンプレートの設定値

このウィンドウ内の UDTセクションは、下の表に示す順序とは異なる順序で表示される場合
があります。これらの設定値の順序を変更するには、[ユーザ管理(User Management)] > [ユー
ザ/電話のクイック追加(QuickUser/PhoneAdd)] > [ユニバーサルデバイステンプレート表示設定
(Universal Device Templates Display Preference)]メニューを使用します。

（注）
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ウィンドウを見やすくするために、テンプレートセクションはデフォルトでは折りたたまれ

ています。テンプレート設定処理を確認するときには、必要なセクションを展開してくださ

い。すべてのセクションを展開するには、ウィンドウの下部にある [すべて展開(Expand All)]
ボタンを選択します。 [ユニバーサルデバイステンプレート(Universal Device Templates)]ウィ
ンドウをカスタマイズするには、「ユニバーサルデバイステンプレートの表示設定」を参照

してください。

（注）

このウィンドウ内の UDTセクションは、下の表に示す順序とは異なる順序で表示される場合
があります。これらの設定値の順序を変更するには、[ユーザ管理(User Management)] > [ユー
ザ/電話のクイック追加(QuickUser/PhoneAdd)] > [ユニバーサルデバイステンプレート表示設定
(Universal Device Templates Display Preference)]メニューを使用します。

（注）

ウィンドウを見やすくするために、テンプレートセクションはデフォルトでは折りたたまれ

ています。テンプレート設定処理を確認するときには、必要なセクションを展開してくださ

い。すべてのセクションを展開するには、ウィンドウの下部にある [すべて展開(Expand All)]
ボタンを選択します。 [ユニバーサルデバイステンプレート(Universal Device Templates)]ウィ
ンドウをカスタマイズするには、「ユニバーサルデバイステンプレートの表示設定」を参照

してください。

（注）

次の表に、[ユニバーサルデバイステンプレート(Universal Device Templates)]ウィンドウで使用で
きる設定値を示します。

表 1：ユニバーサルデバイステンプレートの設定値

説明フィールド

[テンプレート情報(Template Information)]

この UDTを識別する名前を入力します。[名前(Name)]

[必須の設定と頻繁に入力する設定(Required and Frequently Entered Settings)]
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説明フィールド

UDTの目的を入力します。ユーザグループの機能的ルー
ルやテンプレート内で有効になっている主な機能を入力

できます。

鉛筆アイコンをクリックすると、説明内にトー

クンを配置できます。トークンは、この UDT
の作成後に実際の値に置き換えられる変数で

す。使用可能な要素はリスト（ユーザの名前な

ど）から選択できます。たとえば、

「#Lastname#s desk phone」というトークンは、
姓が「Smith」のユーザの場合は「Smith's desk
phone」になります。

ヒント

このテンプレートを使用してデバイスを挿入す

ると、説明内の要素が実際のデバイスまたは

ユーザの情報に基づいて反映されます。

（注）

[説明(Description)]

UDT用のデバイスプールを選択します。デバイスプー
ルは、リージョン、日付/時刻グループ、ソフトキーテン
プレート、MLPP情報などの、この UDTに関する一連の
共通の特性を定義します。

[デバイスプール(Device Pool)]
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説明フィールド

UDT用のデバイスセキュリティプロファイルを選択しま
す。UDT用のセキュリティプロファイルにはモデル独立
とプロトコル独立があります。

選択できるのはモデル独立の UDT用セキュリ
ティプロファイルのみです。

（注）

プロファイルに含まれている設定値を調べるには、[シス
テム(System)] > [セキュリティプロファイル(Security
Profile)] > [電話セキュリティプロファイル(Phone Security
Profile)]メニューを参照してください。

テンプレートのセキュリティ機能が有効になっ

ている場合は、このテンプレートを使用して挿

入された電話機にセキュリティ設定が適用され

ます。ただし、電話機で以下のセキュリティ機

能のすべてがサポートされている場合に限られ

ます。

（注）

1 セキュリティ認証

2 セキュリティ暗号化

3 ファイル暗号化

そうでない場合は、挿入する電話機と同じモデ

ルとデバイスプロトコルを持つデフォルトの非

セキュアセキュリティプロファイルを使用し

て、電話機を挿入することになります。

[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウでの CAPF
設定の更新がセキュリティプロファイル CAPF設定に及
ぼす影響については、『Cisco Unified Communications
Managerセキュリティガイド』を参照してください。

[デバイスセキュリティプロファイル
(Device Security Profile)]

デフォルト SIPプロファイルを選択するか、これまでに
作成したプロファイルの中から選択します。SIPプロファ
イルには、登録タイマーとキープアライブタイマー、メ

ディアポート、サイレント（DND）コントロールなどの
特定の SIP情報が含まれています。

[SIPプロファイル(SIP Profile)]
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説明フィールド

UDTに適切な電話ボタンテンプレートを選択します。こ
の電話ボタンテンプレートによって、ボタンの動作が決

定され、各ボタンで使用される機能（回線やスピードダ

イヤルなど）が特定されます。

[電話ボタンの設定(Phone Button Configuration)]
フィールドを展開するには、その前に電話ボタ

ンテンプレートを選択する必要があります。

（注）

UDTには、汎用電話ボタンテンプレートしか
割り当てることができません。

（注）

[電話ボタンテンプレート(PhoneButton
Template)]

[電話ボタンの設定(Phone Buttons Configuration)]

このセクションは、汎用電話ボタンテンプレートの設定値を表示または変更するために使用し

ます。このセクションには、[電話ボタンテンプレート(Phone Button Template)]フィールドで選
択した電話ボタンテンプレートに設定可能なボタンが一覧表示されます。

汎用電話ボタンテンプレートを更新することで、機能を追加または削除したり、回線やスピー

ドダイヤルを追加または削除したり、UDTの作成後に追加した電話機上のさまざまなボタンに
機能、回線、およびスピードダイヤルを割り当てたりすることができます。デフォルトの電話

ボタンテンプレート内のボタンラベルは変更することができますが、ボタンの機能は変更でき

ません。

電話テンプレートを更新する場合には、必ず、影響を受けるユーザにその変更を知ら

せてください。

（注）

[ラインアピアランス(Line Appearance)]

ドロップダウンリストボックスから電話番号（DN）を
選択します。この UDTを使用してデバイスを作成する
と、新しく作成されたデバイスに DNが自動的に割り当
てられます。

[電話番号(Directory Number)]

これをブランクにすると、デフォルトの回線番号に設定

されます。電話機の回線に別のラベルを使用する場合は、

ここにそのラベルを入力します。

トークン（鉛筆アイコン）を使用して回線ラベ

ルを入力できます。

ヒント

[回線ラベル(Line Label)]
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説明フィールド

このフィールドをブランクにすると、内線番号が表示さ

れます。

最大30文字の英数字を使用します。通常は、ユーザ名ま
たは電話番号を使用します（電話番号を使用した場合、

コールの受信者に発信者の正確な識別情報が表示されな

いことがあります）。

トークン（鉛筆アイコン）を使用して表示を入

力できます。

ヒント

[表示(発信者ID)(Display (Caller ID))]

このフィールドでは、着信コールが受信され、そのデバ

イスにそれ以外のアクティブなコールがない場合に、ラ

インアピアランスに対するこのUDTの呼び出し音設定値
を設定します。以下のオプションのいずれかを選択しま

す。

• [システムデフォルトの使用(Use System Default)]

• [無効(Disable)]

• [フラッシュのみ(Flash Only)]

• [一度鳴らす(Ring Once)]

• [鳴らす(Ring)]

[電話機がアイドルのときの呼出音設
定(Ring Setting When Phone is Idle)] *

ドロップダウンリストボックスから、他の回線でアク

ティブコールが発生した場合にこのUDTに使用する呼出
音設定を選択します。以下のオプションのいずれかを選

択します。

• [システムデフォルトの使用(Use System Default)]

• [無効(Disable)]

• [フラッシュのみ(Flash Only)]

• [一度鳴らす(Ring Once)]

• [鳴らす(Ring)]

• [ビープ音のみ(Beep Only)]

[電話使用時の呼出音設定(RingSetting
When Phone is in Use)]
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説明フィールド

この UDTの発信者 ID情報を送信するために使用される
外線電話番号（またはマスク）を入力します。

最大 24桁の数字、国際的なエスケープ文字「+」、およ
び「X」文字を入力できます。 Xは電話番号を表し、パ
ターンの最後に配置する必要があります。たとえば、

972813XXXXというマスクを指定すると、内線1234から
の外部コールには発信者 ID番号 9728131234が表示され
ます。

[視覚的なメッセージ受信インジケー
タのポリシー(Visual Message Waiting
Indicator Policy)] *

このフィールドでは、着信コールが受信され、そのデバ

イスにそれ以外のアクティブなコールがない場合に、ラ

インアピアランスに対する呼び出し音設定値を設定しま

す。以下のオプションのいずれかを選択します。

• [システムデフォルトの使用(Use System Default)]

• [無効(Disable)]

• [フラッシュのみ(Flash Only)]

• [一度鳴らす(Ring Once)]

• [鳴らす(Ring)]

[オーディオメッセージ受信インジ
ケータのポリシー(Audible Message
Waiting Indicator Policy)] *
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説明フィールド

[録音オプション(Recording Option)] *
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説明フィールド

このフィールドで、エージェントのラインアピアランス

での録音オプションが決定されます。デフォルトの録音

オプションは [コール録音を無効(Call Recording Disabled)]
です。

以下のオプションのいずれかを選択します。

[コール録音を無効(Call Recording Disabled)]

このラインアピアランスで発信したコールは録音

できません。

[選択的コール録音を有効(Selective Call Recording
Enabled)]

このラインアピアランスで発信したコールは、ソ

フトキーまたはデバイスに割り当てられたプログラ

ム可能な回線キー、CTI対応アプリケーション、ま
たはその両方を使用して録音できます。いずれを使

用しても機能は変わりません。

選択的な録音は、次の2つのモードをサポートして
います。

サイレント録音

コール録音状態が Cisco IPデバイス画面に反
映されません。サイレント録音は、主に、

スーパーバイザがエージェントコールの録音

を許可されているコールセンター環境で使用

されます。エージェントとお客様間のコール

の録音を開始または停止するためには、通常、

スーパーバイザのデスクトップ上で動作する

CTI対応アプリケーションが使用されます。

ユーザ録音

コール録音状態が Cisco IPデバイス画面に反
映されます。ソフトキー、プログラム可能な

回線キー、またはユーザデスクトップ上で動

作するCTI対応アプリケーションを使用して、
録音を開始または停止できます。ユーザ録音

を有効にするには、録音ソフトキーまたはプ

ログラム可能な回線キーを UDTに追加しま
す。サイレント録音のみを使用する場合は、

録音ソフトキーを追加しないでください。
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説明フィールド

録音オプションが [自動コール録音を有効(Automatic Call
Recording Enabled)]または [選択的コール録音を有効
(Selective Call Recording Enabled)]のいずれかに設定されて
いる場合は、ラインアピアランスを録音プロファイルに

関連付けることができます。

自動録音を有効にすると、ソフトキー、プログラム可能

な回線キー、または CTI対応アプリケーションを使用し
た録音の開始と停止の要求は拒否されます。

このフィールドで、エージェントのラインアピアランス

での録音プロファイルが決定されます。ドロップダウン

リストボックスから既存の録音プロファイルを選択しま

す。録音プロファイルを作成するには、[デバイス(Device)]
> [デバイスの設定(Device Settings)] > [録音プロファイル
(Recording Profile)]メニューオプションを使用します。

デフォルト値は [なし(None)]です。

[録音プロファイル(Recording Profile)]

このフィールドで、着信コールがコールピックアップグ

ループのメンバーに送信する通知のタイプが判定されま

す。コールが着信した電話機で応答されない場合、コー

ルピックアップグループ内で使用中の電話機でビープ音

が聞こえるか（ビープ音のみ）、または何も聞こえませ

ん（無効）。

[システムデフォルトの使用(Use System Default)]

CiscoCallManagerサービスパラメータのCall Pickup
GroupAudio Alert Setting of Busy Stationの設定によっ
てこのフィールドの値が決定されます。

[無効(Disable)]

アラートはコールピックアップグループのメンバー

に送信されません。

[ビープ音のみ(Beep Only)]

ビープ音がコールピックアップグループのメンバー

に送信されます。

[コールピックアップグループオー
ディオアラートの設定(電話がアク
ティブのとき)(Call PickupGroupAudio
Alert Setting (Phone Active))]
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説明フィールド

このフィールドで、着信コールがコールピックアップグ

ループのメンバーに送信する通知のタイプが判定されま

す。コールが着信した電話機で応答されない場合は、コー

ルピックアップグループ内のアイドルの電話機で短い呼

び出し音が聞こえるか（一度鳴らす）、または何も聞こ

えません（無効）。

[システムデフォルトの使用(Use System Default)]

CiscoCallManagerサービスパラメータのCall Pickup
Group Audio Alert Setting of Idle Stationの設定によっ
てこのフィールドの値が決定されます。

[無効(Disable)]

アラートはコールピックアップグループのメンバー

に送信されません。

[一度鳴らす(Ring Once)]

短い呼び出し音がコールピックアップグループの

メンバーに送信されます。

[コールピックアップグループオー
ディオアラートの設定(電話がアイド
ルのとき)(Call PickupGroupAudioAlert
Setting (Phone Idle))]

スーパーバイザのラインアピアランスのモニタリング用

コーリングサーチスペースに、エージェントの回線また

はデバイスパーティションを含めてエージェントをモニ

タできるようにします。

スーパーバイザのラインアピアランスウィンドウでモニ

タリング用コーリングサーチスペースを設定します。ド

ロップダウンリストボックスから既存のコーリングサー

チスペースを選択します。

デフォルト値は [なし(None)]です。

[モニタリング用コーリングサーチス
ペース(Monitoring Calling Search
Space)]

[スピードダイヤル(SpeedDial)]

このカラムには、スピードダイヤルボタン（1、2、3、4
など）または短縮ダイヤル用の短縮ダイヤルインデック

スを指定します。

（左のカラムにある1～199の番号）
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説明フィールド

ユーザがスピードダイヤルボタンを押したときにシステ

ムによってダイヤルされる番号を入力します。 0～ 9の
数字、*、#、および+（国際的なエスケープ文字）を入力
することができます。スピードダイヤルのポーズとし

て、カンマ（,）を入力できます。カンマは、デリミタと
して、および DTMFディジットを送信する前のポーズと
して機能します。

[番号(Number)]

スピードダイヤルボタンまたは短縮ダイヤル番号として

表示するテキストを入力します。

スピードダイヤルのポーズを設定する場合は、

電話機の画面にFAC、CMC、およびDTMFディ
ジットが表示されないように、ラベルを追加す

る必要があります。

（注）

[ラベル(Label)]

[BLFスピードダイヤル(BLF SpeedDial)]

BLFプレゼンス機能では、ウォッチャはプレゼンスエンティティ（プレゼンティティとも呼ば
れる）のステータスをモニタできます。BLF/スピードダイヤルボタンを設定すると、プレゼン
スエンティティがウォッチャのデバイス上でスピードダイヤルとして表示されます。

ここでは、BLF/スピードダイヤルボタンの設定値について説明します。
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説明フィールド

SIP URIまたは電話番号を BLF/スピードダイヤルボタン
として設定するには、次のいずれかの作業を実行します。

• SIPを実行している電話機だけの場合は、SIPURIを
入力します。SCCPを実行している電話機では、SIP
URIを BLF/スピードダイヤルボタンとして設定す
ることはできません。

• SCCPまたは SIPのいずれかを実行している電話機
では、このフィールドに電話番号を入力するか、[電
話番号(DirectoryNumber)]ドロップダウンリストボッ
クスに移動します。 Unified CM以外の電話番号を
BLF/スピードダイヤルボタンとして設定する場合
は、このフィールドにその電話番号を入力します。

このフィールドには、数値、アスタリスク（*）、および
シャープ記号（#）だけを入力します。

[接続先(Destination)]フィールドを設定する場合
は、[電話番号(Directory Number)]ドロップダウ
ンリストボックスからオプションを選択しな

いでください。 [接続先(Destination)]を設定し
た後で [電話番号(DirectoryNumber)]ドロップダ
ウンリストボックスからオプションを選択し

た場合は、Unified CMによって [接続先
(Destination)]設定が削除されます。

（注）

[接続先(Destination)]

[電話番号(Directory Number)]ドロップダウンリストボッ
クスには、Unified CMデータベースに存在する電話番号
のリストが表示されます。これを設定するのは、[接続先
(Destination)]フィールドを設定しない場合だけです。

SCCPまたは SIPのいずれかを実行している UDTでは、
6002-Partition 3のように、ユーザがスピードダイヤルボ
タンを押したときにシステムからダイヤルする番号（お

よび対応するパーティション（表示されている場合））

を選択します。特定のパーティションを使用せずに表示

される電話番号は、デフォルトパーティションに属して

います。

[電話番号(Directory Number)]

BLF/スピードダイヤルボタンに表示するテキストを入力
します。

このフィールドは国際化をサポートしています。電話機

が国際化をサポートしていない場合、システムは [ラベル
ASCII(Label ASCII)]フィールドに表示されるテキストを
使用します。

[ラベル(Label)]
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説明フィールド

[BLFダイレクトコールパーク(BLF Directed Call Park)]

[電話番号(Directory Number)]ドロップダウンリストボッ
クスには、Unified CMデータベースに存在する電話番号
のリストが表示されます。

SCCPまたは SIPのいずれかを実行している UDTでは、
3で 6002というように、ユーザがスピードダイヤルボタ
ンを押した場合にシステムがダイヤルする番号（および

対応するパーティション（表示されている場合））を選

択します。特定のパーティションなしで表示される電話

番号は、デフォルトパーティションに属します。

[電話番号(Directory Number)]

BLF/ダイレクトコールパークボタンに表示するテキス
トを入力します。

このフィールドは国際化をサポートしています。電話機

が国際化をサポートしていない場合、システムは [ラベル
ASCII(Label ASCII)]フィールドに表示されるテキストを
使用します。

[ラベル(Label)]

[サービスURL(Service URL)]

サービスの名前を入力します。サービスがエンタープラ

イズ登録としてマークが付けられていない場合は、Unified
CMユーザオプションの下など、サービスに登録できる
領域にサービス名が表示されます。入力できるサービス

名は最大 32文字です。

[ボタンサービス(Button Service)]

[サービスURL(ServiceURL)]ボタンに表示するテキストを
入力します。

[ラベル(Label)]

[デバイスの設定(Device Settings)]

この UDTを使用するデバイスの識別名を入力します。

MACアドレスに基づかないデバイス名にする場合、原則
として、英数字（a～ z、A～D、0～ 9）からなる 1～
15文字を入力できます。ほとんどの場合、ドット（.）、
ダッシュ（-）、およびアンダースコア（_）も使用でき
ます。

[デバイス名(Device Name)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、この UDTを使用
するデバイスのデバイスオーナーとして割り当てるユー

ザ IDを選択します。

デフォルトでは、このフィールドは [現在のデバイスオー
ナーのユーザID(Current Device Owner's User Id)]に設定さ
れています。このオプションが設定されていると、この

UDTを使用して [ユーザ/電話のクイック追加(Quick
User/PhoneAdd)]メニューでデバイスを作成する場合に、
デバイスを作成するユーザ IDがデバイスオーナーとして
割り当てられます。また、ユーザのセルフプロビジョニ

ングが有効化されている場合、ユーザがデバイスに初め

てログインするときに、そのユーザのユーザ IDをデバイ
スオーナーとするデバイスが自動的に作成されます。

このUDTを使用するすべてのデバイスで、特定のユーザ
IDをデバイスオーナーとして選択することもできます。
このオプションを選択すると、このUDTを使用して [ユー
ザ/電話のクイック追加(Quick User/Phone Add)]メニュー
でデバイスを作成する場合にどのユーザを使用してデバ

イスを作成しても、Cisco Unified Communications Manager
により、特定のユーザ IDが [UDTオーナーのユーザ
ID(UDT Owner User ID)]ドロップダウンリストボックス
でデバイスオーナーとして割り当てられます。

[オーナーのユーザID(Owner User ID)]

ドロップダウンリストボックスから、割り当てられてい

るモビリティユーザのユーザ IDを選択します。ユーザ
IDを選択して、この UDTを使用して作成されたすべて
のデバイスを所有するように指定することも、[現在のデ
バイスオーナーのユーザID(Current Device Owner's User
Id)]を選択して、（この UDTを使用して）デバイスが作
成された対象のユーザを、そのデバイスのオーナーに指

定することもできます。

ユーザ IDを表す要素をUDTに割り当てること
によって、UDTとユーザ IDまたはオーナー ID
を関連付けます。

ヒント

[モビリティユーザID(Mobility User
ID)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスで、回線をまたいで参加

機能を有効または無効にするか、[デフォルト(Default)]を
選択してサービスパラメータ設定を使用します。

[オフ(Off)]

回線をまたいで参加機能を無効にします。

[オン(On)]

回線をまたいで参加機能を有効にします。

[デフォルト(Default)]

サービスパラメータにある、[回線をまたいで参加
(Join Across Lines)]の設定を使用します。

[回線をまたいで参加(Join Across
Lines)]

ドロップダウンリストボックスから、次のオプションの

いずれかを選択します。

[オフ(Off)]

デバイスがアイドル状態のとき、どの回線のコール

を受信しても、ユーザは、コールを受信した回線か

らコールに応答します。

[オン(On)]

デバイスがアイドル（オフフック）状態のとき、

どの回線のコールを受信しても、プライマリ回線が

そのコールに選択されます。他の回線のコールの

呼び出し音は鳴り続けます。ユーザは、他の回線を

選択してこれらのコールに応答する必要がありま

す。

[デフォルト(Default)]

UnifiedCMは、CiscoCallManagerサービスをサポー
トする Always Use Prime Lineサービスパラメータ
の設定を使用します。

[常にプライム回線を使用する(Always
Use Prime Line)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、次のオプションの

いずれかを選択します。

[オン(On)]

デバイスがアイドル状態の場合にユーザがメッセー

ジボタンを押すと、プライマリ回線がボイスメッ

セージを受信するアクティブ回線になります。

[オフ(Off)]

デバイスがアイドル状態の場合にメッセージボタ

ンを押すと、ボイスメッセージが設定されている回

線から自動的にボイスメッセージシステムにダイ

ヤルされます。 Unified CMは、ボイスメッセージ
が設定されている最初の回線を常に選択します。

ボイスメッセージが設定されている回線が存在しな

い場合にユーザがメッセージボタンを押すと、プ

ライマリ回線が使用されます。

[デフォルト(Default)]

UnifiedCMは、CiscoCallManagerサービスをサポー
トする Always Use Prime Line for Voice Messageサー
ビスパラメータの設定を使用します。

[ボイスメッセージには常にプライム
回線を使用する(AlwaysUse PrimeLine
for Voice Message)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスで、この UDTに対して
ワンボタン割り込み/C割り込み機能を有効または無効に
するか、[デフォルト(Default)]を選択してサービスパラ
メータ設定を使用します。

[オフ(Off)]

この設定は、ワンボタン割り込み/C割り込み機能を
無効にします。ただし、標準の割り込み機能または

C割り込み機能は引き続き動作します。

[割り込み(Barge)]

この設定は、ワンボタン割り込み機能を有効にしま

す。

[C割込(CBarge)]

この設定は、ワンボタンC割り込み機能を有効にし
ます。

[デフォルト(Default)]

サービスパラメータ内に存在するワンボタン割り

込み/C割り込みの設定を使用します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
機能およびサービスガイド』の「割り込みとプライバ

シー」を参照してください。

[ワンボタン割込み(Single Button
Barge)]

この UDT上のプライバシーに対して、[プライバシ
(Privacy)]ドロップダウンリストボックスで [オン(On)]
を選択します。

設定情報の詳細については、『CiscoUnifiedCommunications
Manager機能およびサービスガイド』の「割り込みとプ
ライバシー」を参照してください。

[プライバシ(Privacy)]

割り込み機能のビルトイン会議ブリッジを有効または無

効にします（[オン(On)]、[オフ(Off)]、または [デフォル
ト(Default)]を選択します）。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
機能およびサービスガイド』の「割り込みとプライバ

シー」と『CiscoUnified CommunicationsManagerセキュリ
ティガイド』を参照してください。

[ビルトインブリッジ(Built In Bridge)]
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説明フィールド

CTIからこの UDTを制御およびモニタできるようにする
には、このチェックボックスをオンにします。

関連付けられた電話番号が共有回線を示している場合、

関連付けられたデバイスの少なくとも1つがCTIでサポー
トされているデバイスタイプとプロトコルの組み合わせ

を指定しているときは、チェックボックスをオンにする

必要があります。

[CTIからのデバイスの制御を許可
(Allow Control of Device from CTI)]

このUDTのホットラインデバイスを有効にする場合に、
このチェックボックスをオンにします。ホットラインデ

バイスは、他のホットラインデバイスにだけ接続できま

す。この機能は、オフフックになると自動的に 1つの電
話番号をダイヤルするようにデバイスを設定する PLAR
の拡張機能です。ホットラインでは、PLARを使用する
デバイスに適用できる制限事項が追加されます。

ホットラインを実装するには、補足サービスソフトキー

のないソフトキーテンプレートを作成して、ホットライ

ンデバイスに適用する必要もあります。

[ホットラインデバイス(Hotline
Device)]

このチェックボックスは、このUDTが現在ハントリスト
（グループ）にログインしていることを示します。この

UDTがハントリストに追加されている場合は、管理者が
このチェックボックスをオン（またはオフ）にすること

によって、ユーザをログインまたはログアウトさせるこ

とができます。

ユーザはデバイスのソフトキーを使用してハントリスト

にログインまたはログアウトします。

[ハントグループにログイン(Logged
Into Hunt Group)]
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説明フィールド

このチェックボックスは、コールを受信するビデオエン

ドポイントだけに適用されます。このUDTを使用してい
るデバイスが、ビデオとして接続しないコールを受信す

ると、そのコールはオーディオコールとして接続しよう

とします。

このチェックボックスはデフォルトでオンになっていま

す。このUDT上のデバイスは、ビデオコールをコール制
御に送信して再ルーティングする直前に、そのビデオコー

ルを（ビデオコールとして接続できない場合）オーディ

オコールとしてリトライします。

このチェックボックスをオフにすると、ビデオとして接

続に失敗したビデオコールは、オーディオコールとして

の確立を試行しません。この場合、コールはコール制御

を行えず、コール制御は自動代替ルーティング（AAR）、
ルートリスト、またはハントリストを介してコールを

ルーティングします。

[ビデオコールをオーディオとして再
試行(Retry Video Call as Audio)]

コールごとにコール表示制限を設定するには、このチェッ

クボックスをオンにします。このチェックボックスをオ

ンにすると、Unified CMは内部コールとして受信される
すべての表示制限を無視します。

この設定は、トランスレーションパターンレベルで発呼

者回線 IDの表示と接続側回線 IDの表示の設定を組み合
わせて使用してください。また、これらの設定値を使用

すれば、コール表示制限を設定して、各コールに対して

発呼者回線および接続側回線の表示情報を選択的に表示

またはブロックできます。

コール表示制限の詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager機能およびサービスガイド』の
「コール表示の制限」を参照してください。

[プレゼンテーションインジケータを
無視（内線コールのみ）(Ignore
Presentation Indicators (internal calls
only))]

このUDTでエクステンションモビリティをサポートでき
るようにする場合は、このチェックボックスをオンにし

ます。

[エクステンションモビリティの有効
化(Enable Extension Mobility)]
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説明フィールド

このテンプレートを使用して挿入されたデバイスが登録

時にオフプレミスロケーションを更新する必要がある場

合に、このチェックボックスをオンにします。オフプレ

ミスロケーションの更新は、Cisco Emergency Responder
がデバイスのロケーションを自動的には検出できない場

合に必要です。

頻繁にロケーションが変更されるリモートまたはモバイ

ルデバイスが使用しているテンプレートに対してのみ、

このチェックボックスをオンにします。

[オフプレミスロケーションを要求
(Require Off-Premise Location)]

[デバイスルーティング(Device Routing)]

必要に応じて、適切なSIPダイヤルルールを選択します。
SIPダイヤルルールは、この UDTにローカルダイヤル
プランを提供し、コールが処理される前に、ユーザがキー

を押したり、タイマーを待ったりする必要がないように

します。

このUDTにダイヤルルールを適用しない場合は、[SIPダ
イヤルルール(SIP Dial Rules)]フィールドを [なし(None)]
に設定したままにします。この設定は、コール処理の前

にユーザがダイヤルソフトキーを使用するか、タイマー

が期限切れになるまで待つ必要があることを意味します。

[SIPダイヤルルール(SIP Dial Rules)]

ドロップダウンリストボックスから、適切なコーリング

サーチスペース（CSS）を選択します。 CSSは、ダイヤ
ルされた番号のルート指定方法を決定するために検索さ

れるパーティションの集合から構成されます。このUDT
用のコーリングサーチスペースと電話番号用のコーリン

グサーチスペースは併用されます。電話番号の CSSは
デバイスの CSSに優先します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
システムガイド』の「パーティションとコーリングサー

チスペース」を参照してください。

[コーリングサーチスペース(Calling
Search Space)]
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説明フィールド

この設定により、着信コール用のこのUDTの発呼側の番
号をローカライズできるようになります。選択した発呼

側トランスフォーメーション CSSに、この UDTに割り
当てる発呼側トランスフォーメーションパターンが含ま

れていることを確認してください。

デバイスは、コールが発生する前に、番号分析

を使用してトランスフォーメーションを適用す

る必要があります。 [インバウンドコールの発呼
側トランスフォーメーションCSS(Calling Party
Transformation CSS for Inbound Calls)]を [なし
(None)]に設定した場合は、トランスフォーメー
ションの照合と適用が行われません。 [発呼側ト
ランスフォーメーションパターン(Calling Party
Transformation Pattern)]は、必ず、ルーティング
に使用されない非ヌルパーティションに設定し

てください。

ヒン

ト

[インバウンドコールの発呼側トラン
スフォーメーションCSS(Calling Party
Transformation CSS for Inbound Calls)]

この設定を使用すると、発信コール用のこのUDTの発呼
側の番号をローカライズできるようになります。選択し

た発呼側トランスフォーメーション CSSに、この UDT
に割り当てる発呼側トランスフォーメーションパターン

が含まれていることを確認してください。

UDTは、コールが発生する前に、番号分析を使
用してトランスフォーメーションを適用する必

要があります。 [アウトバウンドコールの発呼側
トランスフォーメーションCSS(Calling Party
Transformation CSS for Outbound Calls)]を [なし
(None)]に設定した場合は、トランスフォーメー
ションの照合と適用が行われません。 [発呼側ト
ランスフォーメーションパターン(Calling Party
Transformation Pattern)]は、必ず、ルーティング
に使用されない非ヌルパーティションに設定し

てください。

ヒン

ト

[アウトバウンドコールの発呼側トラ
ンスフォーメーションCSS(Calling
Party Transformation CSS for Outbound
Calls)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、再ルーティングに

使用するコーリングサーチスペースを選択します。

参照先へのルートを検索するときは、参照側の再ルーティ

ングコーリングサーチスペースが使用されます。再ルー

ティングコーリングサーチスペースが原因で参照が失敗

すると、参照プリミティブは「405 Method Not Allowed」

メッセージによって要求を拒否します。

リダイレクション（3xx）プリミティブおよび転送機能で
も、リダイレクト先または転送先を検索するときに、再

ルーティングコーリングサーチスペースが使用されま

す。

[再ルーティング用コーリングサーチ
スペース(Rerouting Calling Search
Space)]

BLFプレゼンス機能でサポートされている SUBSCRIBE
コーリングサーチスペースは、この UDTからの BLFプ
レゼンス要求を Unified CMがルーティングする方法を決
定します。この設定を使用すれば、UDTのプレゼンス
（SUBSCRIBE）要求に、コール処理サーチスペースとは
別のコーリングサーチスペースを適用できます。

ドロップダウンリストボックスから、この UDTの BLF
プレゼンス要求に使用する SUBSCRIBEコーリングサー
チスペースを選択します。Unified CMの管理ページで設
定されたすべてのコーリングサーチスペースが

[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース(SUBSCRIBE
Calling Search Space)]ドロップダウンリストボックスに
表示されます。

ドロップダウンリストからエンドユーザ用の別のコーリ

ングサーチスペースを選択しない場合、SUBSCRIBEコー
リングサーチスペースは、デフォルトで [なし(None)]に
設定されます。

[SUBSCRIBEコーリングサーチスペー
ス(SUBSCRIBE Calling Search Space)]

このUDTに割り当てられているデバイスプールで設定さ
れた発呼側トランスフォーメーション CSSを使用するに
は、このチェックボックスをオンにします。このチェッ

クボックスをオフにした場合、このUDTでは、着信コー
ル用の発呼側トランスフォーメーション CSS設定が使用
されます。

[インバウンドコールにデバイスプー
ルの発呼側トランスフォーメーショ

ンCSSを使用(Use Device Pool Calling
Party Transformation CSS for Inbound
Calls)]
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説明フィールド

このUDTに割り当てられているデバイスプールで設定さ
れた発呼側トランスフォーメーション CSSを使用するに
は、このチェックボックスをオンにします。このチェッ

クボックスをオフにした場合、UDTでは、[電話の設定
(PhoneConfiguration)]ウィンドウで選択された発信コール
用の発呼側トランスフォーメーション CSSが使用されま
す。

[アウトバウンドコールにデバイス
プールの発呼側トランスフォーメー

ションCSSを使用(Use Device Pool
Calling Party Transformation CSS for
Outbound Calls)]

[電話の設定(Phone Settings)]

ドロップダウンリストボックスで、使用可能な共通の電

話プロファイルのリストから、共通の電話プロファイル

を選択します。

共通の電話プロファイルの詳細をそれぞれ確認するには、

[詳細の表示(View Details)]を選択します。

[共通プロファイル(Common Profile)]

ドロップダウンリストボックスから、[共通デバイス設
定(Common Device Configuration)]ウィンドウで設定され
た共通デバイス設定を選択できます。

共通デバイス設定の詳細をそれぞれ確認するには、[詳細
の表示(View Details)]を選択します。

[共通デバイス設定(Common Device
Configuration)]

ドロップダウンリストボックスから、ソフトキーテンプ

レートを選択します。

割り当てられている共通の電話プロファイルで設定され

たソフトキーテンプレートを使用する場合は、[ソフト
キーテンプレート(Softkey Template)]を [<なし>(<None>)]
に設定したままにします。

[ソフトキーテンプレート(Softkey
Template)]

ドロップダウンリストボックスから、[機能管理ポリシー
(FeatureControl Policy)]設定ウィンドウ（[デバイス(Device)]
> [デバイス設定(Device Settings)] > [機能管理ポリシー
(Feature Control Policy)]）ですでに設定されている機能管
理ポリシーを選択します。

割り当てられている共通の電話プロファイルで設定され

た機能管理ポリシーを使用する場合は、[ソフトキーテン
プレート(Softkey Template)]を [<なし>(<None>)]に設定し
たままにします。

[機能管理ポリシー(Feature Control
Policy)]
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説明フィールド

[電話機のパーソナライゼーション(Phone Personalization)]
設定を使用すると、Phone Designerとこの UDTを連携で
きるようになります。 Phone Designerは、デバイスの壁
紙や呼び出し音をユーザがカスタマイズできるようにす

る Cisco Unified Communicationsウィジェットです。

[電話機のパーソナライゼーション(Phone Personalization)]
ドロップダウンリストボックスから、次のオプションの

いずれかを選択します。

[無効(Disabled)]

ユーザは、PhoneDesignerを使用してこのUDTをカ
スタマイズできません。

[有効(Enabled)]

ユーザは、PhoneDesignerを使用してこのUDTをカ
スタマイズできます。

[デフォルト(Default)]

このUDTでは Phone Personalizationエンタープライ
ズパラメータの設定が使用されます。

ユーザがデバイスをカスタマイズできるように

するには、Phone Designerをインストールして
設定する必要があります。

（注）

[電話機のパーソナライゼーション
(Phone Personalization)]

[プロトコルの設定(Protocol Settings)]

ドロップダウンリストボックスから、SIPコールにメディ
アターミネーションポイントが必要となる場合に使用す

るコーデックを選択します。

[MTP優先発信コーデック(MTP
Preferred Originating Codec)]
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説明フィールド

ダイジェスト認証（SIPセキュリティ）で使用される設定
のために、このUDTに関連付けるエンドユーザを選択し
ます。

選択したユーザのダイジェスト信用証明書を設

定したことを確認します（[エンドユーザ(End
User)]設定ウィンドウを参照）。

（注）

UDTを保存してデバイスに設定の更新を適用すると、ユー
ザのダイジェスト信用証明書が電話機の設定ファイルに

追加されます。

ダイジェスト認証の詳細については、『Cisco Unified
Communications Managerセキュリティガイド』を参照し
てください。

[ダイジェストユーザ(Digest User)]
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説明フィールド

このUDTをCisco Unified IP Phone 7931用に作成している
場合に、この設定を使用します。

[ロールオーバーなし(No Rollover)]

このモードでは会議と転送が機能しません。ユー

ザがこれらの機能のどちらかを使用しようとする

と、電話機ステータスには「エラー:制限を超えま
した」と表示されます。

この設定は、CTIアプリケーションをサ
ポートする必要がある場合にのみ選択し

ます。

（注）

[同一DN内のロールオーバー(RolloverWithin SameDN)]

（異なる回線で）同じ電話番号を使用すると、会議

とコール転送を実行することができます。たとえ

ば、回線 6および 7に電話番号 1506が割り当てら
れた電話機があるとします。回線 6にアクティブ
なコールがあり、ユーザはコールを転送することに

しました。ユーザが転送ボタンを押したときに、

回線6のコールは保留になり、転送を実行するため
に回線 7で新しいコールが開始されます。

[任意の回線へのロールオーバー(Rollover to any line)]

元のコールと異なる電話番号および回線を使用する

と、会議とコール転送を実行することができます。

たとえば、電話番号1507が回線8に割り当てられ、
電話番号 1508が回線 9に割り当てられた電話機が
あるとします。回線 8にアクティブなコールがあ
り、ユーザはコールを転送することにしました。

ユーザが転送ボタンを押したときに、回線8のコー
ルが保留になり、転送を実行するために回線9で新
しいコールが開始されます。

[アウトバウンドコールロールオー
バー(Outbound Call Rollover)]
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説明フィールド

MTPを使用して H.323でサポートされていない機能（保
留や転送など）を実装する場合に、このチェックボック

スをオンにします。MTPを使用して機能を実装しない場
合は、このチェックボックスをオフにします。

このチェックボックスは、H.323クライアント
と、H.245 Empty Capabilities Setをサポートして
いないH.323デバイスの場合、または、メディ
アストリーミングを1つのソースで終了させる
場合にのみオンにしてください。

（注）

MTPを使用するためにこのチェックボックスをオンにし
て、デバイスがビデオコールのエンドポイントになって

いる場合、そのコールは必ずオーディオになります。

[メディアターミネーションポイント
が必須(Media Termination Point
Required)]

この UDT上の不在ポートを示す場合に、このチェック
ボックスをオンにします。

[不在ポート(Unattended Port)]

この UDTに DTMF受信が必要な場合に、このチェック
ボックスをオンにします。

CiscoUnifiedMobility機能の設定で、SIPトラン
ク（クラスタ間トランク（ICT）またはゲート
ウェイ）経由で IP Phoneのリモートの宛先とし
てクラスタ間DNを使用する場合、エンタープ
ライズ機能アクセスミッドコール機能に重要

な、DTMFディジットをアウトオブバンドで
受信できるように、このチェックボックスをオ

ンにします。

（注）

[DTMF受信が必要(Require DTMF
Reception)]

[IP Phoneサービス登録(IP Phone Services Subscription)]

[登録(Subscribe)]ボタンを選択して、サービスを選択します。サービスがエンタープライズ登録
としてマークされていない場合は、サービスに登録可能な領域にサービス名が表示されます。

入力できるサービス名は最大 32文字です。

Java MIDletサービスの場合、サービス名は、Java Application Descriptor（JAD）ファイルで定義
された名前と正確に一致している必要があります。

サービスURLボタンを設定するには、その前に、IP Phoneサービスを設定して保存し
ておく必要があります。

（注）

Unified CMでは、複数の IP Phoneサービスを同じ名前で作成できます。ほとんどまた
はすべての電話機ユーザが上級者であるか、管理者が常に IP Phoneサービスを設定す
る場合以外は、同じ名前を付けないことを推奨します。 AXLやサードパーティツー
ルが設定のために IP Phoneサービスのリストにアクセスする場合は、IP Phoneサービ
スに対して固有の名前を使用する必要があります。

（注）

[セキュリティ設定(Security Settings)]
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説明フィールド

[セキュリティの一般設定(General Security Settings)]
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説明フィールド

[信頼されたリレーポイントを使用(Use
Trusted Relay Point)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、Unified CMが、信
頼されたリレーポイント（TRP）デバイスをこのメディ
アエンドポイントで挿入できるようにするかどうかを選

択します。次のいずれかの値を選択します。

[デフォルト(Default)]

この値を選択すると、UDTでは、共通デバイス設
定の [信頼されたリレーポイントを使用(Use Trusted
Relay Point)]の設定値が使用されます。

[オフ(Off)]

この値を選択すると、このUDTで TRPが使用でき
なくなります。この設定は、共通デバイス設定の

[信頼されたリレーポイントを使用(UseTrustedRelay
Point)]の設定値より優先されます。

[オン(On)]

この値を選択すると、このUDTで TRPが使用でき
るようになります。この設定は、共通デバイス設

定の [信頼されたリレーポイントを使用(Use Trusted
Relay Point)]の設定値より優先されます。

信頼されたリレーポイント（TRP）デバイスには、Trusted
Relay Pointというラベルの付いたMTPまたはトランス
コーダデバイスが指定されます。

複数のリソース（トランスコーダや RSVPAgentなど）が
エンドポイントに必要な場合、Unified CMでは、関連付
けられたエンドポイントデバイスに最も近いTRPを選択
します。

TRPとMTPの両方がエンドポイントに必要な場合は、
TRPが必須のMTPとして使用されます。コール動作の
詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
システムガイド』の「Cisco Unified Communications
Managerでの TRPの挿入」を参照してください。

TRPと RSVPAgentの両方がエンドポイントに必要な場
合、Unified CMはまず、TRPとしても使用可能な
RSVPAgentを検索します。

TRPとトランスコーダの両方がエンドポイントに必要な
場合、Unified CMはまず、TRPとしても指定可能なトラ
ンスコーダを検索します。

ネットワーク仮想化と信頼されたリレーポイントの詳細
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説明フィールド

については、『CiscoUnified CommunicationsManagerシス
テムガイド』の「メディアリソースの管理」の章で、

「信頼されたリレーポイント」を参照してください。

このUDTが保護されていることを指定する場合に、この
チェックボックスをオンにします。この指定では、コー

ルが暗号化されており、両方のデバイスが保護されたデ

バイスとして設定されている場合、ユーザに通知するた

めの2秒間のトーンを再生できます。このトーンは、コー
ルが応答されたときに両方の電話機で再生されます。こ

のトーンは、発側と着側の両方のデバイスが保護されて

いて、なおかつ暗号化メディア上でコールが行われたと

きでなければ再生されません。

この設定は、セキュアインディケーショントーンを再生

するための複数の設定要件のうちの 1つにすぎません。
セキュアインディケーショントーン機能と設定要件の詳

細については、『CiscoUnified CommunicationsManagerセ
キュリティガイド』を参照してください。

このチェックボックスをオンにして、コールが

暗号化されていないと判断された場合、デバイ

スではインディケーショントーンが再生され、

コールが保護されていないことがユーザに警告

されます。

（注）

[保護されたデバイス(ProtectedDevice)]

[CertificateAuthority Proxy Function (CAPF)の設定(CertificateAuthority Proxy Function (CAPF) Settings)]
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説明フィールド

[認証モード(Authentication Mode)]
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説明フィールド

このフィールドでは、CAPF証明書の処理中にこの UDT
で使用される認証方法を選択できます。

ドロップダウンリストボックスから、次のオプションの

いずれかを選択します。

[認証ストリング(By Authentication String)]

ユーザが UDTに CAPF認証ストリングを入力した
場合にのみ、ローカルで有効な証明書をインストー

ル/アップグレード、削除、またはトラブルシュー
ティングします。

[Nullストリング(By Null String)]

ユーザが介入することなく、ローカルで有効な証明

書をインストール、アップグレード、削除、または

トラブルシューティングします。

このオプションは、セキュリティを提供

しません。このオプションは、閉じた安

（注）

全な環境だけで選択することを強くお勧

めします。

[既存の証明書(LSCの優先)(By Existing Certificate
(Precedence to LSC))]

製造元でインストールされる証明書（MIC）または
ローカルで有効な証明書（LSC）が UDT内に存在
する場合に、ローカルで有効な証明書をインストー

ル/アップグレード、削除、またはトラブルシュー
ティングします。 LSCが UDT内に存在する場合
は、MICが UDT内に存在するかどうかにかかわら
ず、認証が LSC経由で実行されます。MICおよび
LSCがUDT内に存在する場合は、認証が LSC経由
で実行されます。 LSCが UDT内に存在せず、MIC
が存在する場合は、認証がMIC経由で実行されま
す。

MICと LSCがUDT内に同時に存在する場合でも、
UDTは常に 1つの証明書だけを使用して CAPFに
対して認証します。何らかの原因により優先され

るプライマリ証明書の信頼性が低下した場合、また

は他の証明書を通じて認証する場合は、認証モード

を更新する必要があります。

[既存の証明書(MICの優先)(By Existing Certificate
(precedence to MIC))]
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説明フィールド

MICまたは LSCがUDT内に存在する場合に、ロー
カルで有効な証明書をインストール、アップグレー

ド、削除、またはトラブルシューティングします。

MICが UDT内に存在する場合は、LSCが UDT内
に存在するかどうかにかかわらず、認証が LSC経
由で実行されます。 LSCはUDT内に存在するが、
MICが存在しない場合は、認証が LSC経由で実行
されます。

[電話セキュリティプロファイル(Phone Security
Profile)]ウィンドウで設定される CAPF設定値
は、[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンド
ウで設定されるCAPFパラメータと相互に関係
があります。

（注）

[認証モード(Authentication Mode)]ドロップダウンリスト
ボックスで [認証ストリング(By Authentication String)]オ
プションを選択した場合に、このフィールドが適用され

ます。手動で文字列を入力するか、[文字列を生成(Generate
String)]ボタンを選択して文字列を生成します。

文字列が 4～ 10桁であることを確認してくだ
さい。

（注）

ローカルで有効な証明書をインストール、アップグレー

ド、削除、またはトラブルシューティングするには、ユー

ザまたは管理者がデバイスに認証文字列を入力する必要

があります。

[認証文字列(Authentication String)]

CAPFで使用されるこの設定では、ドロップダウンリス
トボックスから証明書用のキーサイズを選択します。デ

フォルト設定は 1024です。その他のオプションには 512
と 2048があります。

デフォルトの設定より大きいキーサイズを選択

すると、UDTによるキーの生成に必要なエント
ロピーの生成に時間がかかります。キー生成の

優先順位を低く設定すると、処理中に UDTを
動作させることができます。キー生成の完了に

は 30分以上かかります。

（注）

[電話セキュリティプロファイル(Phone Security
Profile)]ウィンドウで設定される CAPF設定値
は、[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンド
ウで設定されるCAPFパラメータと相互に関係
があります。

（注）

[キーサイズ(ビット)(Key Size (Bits))]
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説明フィールド

[サービスの設定(Service Configuration Settings)]

情報ボタンのヘルプテキストのロケーション（URL）を
入力します。

デフォルト値を受け入れるには、このフィールドをブラ

ンクのままにします。

[情報(Information)]

UDTがディレクトリ情報を取得する際の取得元となるサー
バを入力します。

デフォルト値を受け入れるには、このフィールドをブラ

ンクのままにします。

[ディレクトリ(Directory)]

このフィールドはブランクのままにします（Unified CM
で使用されません）。

[メッセージ(Messages)]

IPPhoneサービスのロケーション（URL）を入力します。[サービス(Services)]

Webサーバに対する要求を検証するためにUDTで使用さ
れる URLを入力します。認証 URLが指定されていない
場合は、認証が必要な UDT用の拡張機能が動作しませ
ん。

デフォルトで、このURLは、インストール時に設定され
た Unified CMのユーザオプションウィンドウにアクセ
スします。

デフォルト値を受け入れるには、このフィールドをブラ

ンクのままにします。

[認証サーバ(Authentication Server)]

HTTPクライアントから非ローカルホストアドレスにア
クセスするためのプロキシ HTTP要求に使用されるホス
トとポート（proxy.cisco.com:80など）を入力します。

プロキシサーバパラメータを使用する場合を示す規則と

しては、次の 2つがあります。

•ホスト名に「.」が含まれている。

•ホスト名が何らかの形式の IPアドレスである。

この URLが設定されていない場合は、UDTから URLに
直接接続が試みられます。

デフォルト値を受け入れるには、このフィールドをブラ

ンクのままにします。

[プロキシサーバ(Proxy Server)]
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説明フィールド

[アイドルタイマー(IdleTimer)]フィールドで指定された時
間の間、UDTデバイスが使用されなかった場合に、ディ
スプレイに表示される URLを入力します。たとえば、
UDTデバイスが 5分間使用されなかったときに、LCD上
にロゴを表示できます。

デフォルト値を受け入れるには、このフィールドをブラ

ンクのままにします。

[アイドル(Idle)]

アイドル状態を許容する時間（秒数）を入力します。こ

の時間が経過すると、[アイドル(Idle)]フィールドで指定
された URLが表示されます。

Idle URL Timerエンタープライズパラメータの値を受け
入れるには、このフィールドをブランクのままにします。

[アイドルタイマー(秒)(Idle Timer
(seconds))]

UDTデバイスでWebサーバに対する要求を検証するため
に使用されるセキュア URLを入力します。

[セキュア認証URL(Secure Authentication URL)]
の値を指定しないと、デバイスでは非セキュア

URLが使用されます。セキュア URLと非セ
キュア URLの両方を指定した場合は、デバイ
スではデバイスの持つ機能に応じて適切なURL
が選択されます。

（注）

デフォルトで、このURLは、インストール時に設定され
た Unified CMのユーザオプションウィンドウにアクセ
スします。

デフォルト値を受け入れるには、このフィールドをブラ

ンクのままにします。

最大長：255

[セキュア認証URL(Secure
Authentication URL)]
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説明フィールド

UDTがディレクトリ情報を取得する際の取得元となるサー
バのセキュア URLを入力します。このパラメータは、
ディレクトリボタンを押したときに、このUDTで使用さ
れる URLを指定します。

[セキュアディレクトリURL(Secure Directory
URL)]の値を指定しないと、デバイスでは非セ
キュアURLが使用されます。セキュアURLと
非セキュア URLの両方を指定した場合は、デ
バイスではデバイスの持つ機能に応じて適切な

URLが選択されます。

（注）

デフォルト値を受け入れるには、このフィールドをブラ

ンクのままにします。

最大長：255

[セキュアディレクトリURL(Secure
Directory URL)]

[アイドルタイマー(Idle Timer)]フィールドの指定に従っ
て、このUDTがアイドル状態になったときにディスプレ
イに表示する情報のセキュアURLを入力します。たとえ
ば、UDTが 5分間使用されなかったときに、LCD上にロ
ゴを表示できます。

[セキュアアイドルURL(Secure IdleURL)]の値を
指定しないと、デバイスでは非セキュア URL
が使用されます。セキュア URLと非セキュア
URLの両方を指定した場合は、デバイスではデ
バイスの持つ機能に応じて適切な URLが選択
されます。

（注）

デフォルト値を受け入れるには、このフィールドをブラ

ンクのままにします。

最大長：255

[セキュアアイドルURL(Secure Idle
URL)]

UDTがヘルプテキスト情報を検索できるサーバロケー
ションのセキュアURLを入力します。この情報は、ユー
ザが情報（[i]）ボタンまたは疑問符（[?]）ボタンを押す
と表示されます。

[セキュア情報URL(Secure Information URL)]の
値を指定しないと、UDTでは非セキュア URL
が使用されます。セキュア URLと非セキュア
URLの両方を指定した場合、この UDTではそ
の機能に応じて適切な URLが選択されます。

（注）

デフォルト値を受け入れるには、このフィールドをブラ

ンクのままにします。

最大長：255

[セキュア情報URL(Secure Information
URL)]
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説明フィールド

メッセージサーバのセキュア URLを入力します。ユー
ザがメッセージボタンを押すと、この UDTはこの URL
に接続されます。

[セキュアメッセージURL(SecureMessagesURL)]
の値を指定しないと、デバイスでは非セキュア

URLが使用されます。セキュア URLと非セ
キュア URLの両方を指定した場合は、デバイ
スではデバイスの持つ機能に応じて適切なURL
が選択されます。

（注）

デフォルト値を受け入れるには、このフィールドをブラ

ンクのままにします。

最大長：255

[セキュアメッセージURL(Secure
Messages URL)]

Cisco Unified IP Phoneサービスのセキュア URLを入力し
ます。セキュアサービス URLは、ユーザがサービスボ
タンを押したときに、UDTが接続される場所です。

[セキュアサービスURL(Secure ServicesURL)]の
値を指定しないと、デバイスでは非セキュア

URLが使用されます。セキュア URLと非セ
キュア URLの両方を指定した場合は、デバイ
スではデバイスの持つ機能に応じて適切なURL
が選択されます。

（注）

デフォルト値を受け入れるには、このフィールドをブラ

ンクのままにします。

最大長：255

[セキュアサービスURL(SecureServices
URL)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、UDTでのサービス
のサポート方法を選択します。

[内部(Internal)]

UDTでは、電話機の設定ファイルを使用してサー
ビスをサポートします。

サービス URLがまだ更新されていない、つまり、
サービスURLがApplication:Cisco/<サービスの名前
>（たとえばApplication:Cisco/CorporateDirectory）と
いう形式で表されるシスコ提供のデフォルトサー

ビスには、このオプションまたは [両方(Both)]を選
択します。

シスコの署名入りの JavaMIDletの場合は、設定ファ
イルにプロビジョンされるため、[内部(Internal)]ま
たは [両方(Both)]を選択します。

[外部URL(External URL)]

[外部URL(External URL)]を選択すると、UDTで電
話機の設定ファイルのサービスが無視され、サービ

ス URLからサービスが取得されます。

シスコ提供のデフォルトサービスを含む、サービ

スのカスタムサービスURLを設定した場合は、[外
部URL(External URL)]または [両方(Both)]を選択す
る必要があります。[内部(Internal)]を選択した場合
は、カスタム URLに関連付けられたサービスが
UDTで機能しません。

[両方(Both)]

[両方(Both)]を選択すると、UDTでは、設定ファイ
ルに定義されているサービスと、サービス URLか
ら取得される外部アプリケーションの両方をサポー

トします。

[サービスのプロビジョニング(Services
Provisioning)]

[トラブルシューティングの設定(Troubleshooting Settings)]
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説明フィールド

暗号化のトラブルシューティング専用の設定。パケット

キャプチャリングは、高いCPU使用率およびコール処理
中断を引き起こす場合があります。ドロップダウンリス

トボックスから、次のオプションのいずれかを選択しま

す。

[なし(None)]

このオプションは、パケットキャプチャリングが

行われないことを示します（デフォルト設定）。

パケットキャプチャリングが完了したら、この値

に設定してください。

[バッチ処理モード(Batch Processing Mode)]

UnifiedCMが復号化されたメッセージまたは暗号化
されていないメッセージをファイルに書き込み、シ

ステムがそれぞれのファイルを暗号化します。シ

ステムは毎日、新しい暗号キーを持つ新しいファイ

ルを作成します。 Unified CMは、ファイルを 7日
間保存し、またファイルを暗号化するキーも安全な

場所に保存します。 Unified CMは、ファイルを
PktCap仮想ディレクトリに保存します。単一のファ
イルには、タイムスタンプ、送信元 IPアドレス、
送信元 IPポート、宛先 IPアドレス、パケットプロ
トコル、メッセージ長、およびメッセージが含まれ

ます。 TACデバッグツールは、HTTPS、管理者の
ユーザ名とパスワード、および指定日を使用して、

キャプチャされたパケットを含む単一の暗号化され

たファイルを要求します。さらにキー情報も要求

し、暗号化されたファイルを復号化します。

パケットキャプチャリングの詳細については、

『Troubleshooting Guide for Cisco Unified Communications
Manager』を参照してください。

[パケットキャプチャモード(Packet
Capture Mode)]
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説明フィールド

暗号化のトラブルシューティング専用の設定。パケット

キャプチャリングは、高いCPU使用率およびコール処理
中断を引き起こす場合があります。

このフィールドには、パケットキャプチャリングの 1つ
のセッションに割り当てる最大分数を指定します。デフォ

ルト設定は 0です。ただし、0～ 300分の範囲で指定でき
ます。

パケットキャプチャリングを開始するには、このフィー

ルドに 0以外の値を入力します。パケットキャプチャリ
ングの完了後、0が表示されます。

パケットキャプチャリングの詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Troubleshooting Guide』を
参照してください。

[パケットキャプチャ時間(Packet
Capture Duration)]

セキュアシェルユーザのユーザ IDを入力します。最大
50文字の英数字または特殊文字を入力できます。無効な
文字には"、%、&、<、>、\などがあります。このフィー
ルドは、UDTでSSHアクセスがサポートされている場合
に表示されます。

Cisco Technical Assistance Center（TAC）では、トラブル
シューティングやデバッグを行うときにセキュアシェル

を使用します。詳細については、TACに問い合わせてく
ださい。

UnifiedCMからUDTデバイスに暗号化されていないSSH
クレデンシャルが送信されないようにするために、暗号

化された電話機設定ファイルを設定する方法については、

『Cisco Unified Communications Managerセキュリティガ
イド』を参照してください。

[セキュアシェルユーザ(Secure Shell
User)]

セキュアシェルユーザのパスワードを入力します。最大

200文字の英数字または特殊文字を入力できます。無効
な文字には "、%、&、<、>、\などがあります。詳細に
ついては、TACに問い合わせてください。

UnifiedCMからUDTデバイスに暗号化されていないSSH
パスワードが送信されないようにするために、暗号化さ

れた電話機ファイルを設定する方法については、『Cisco
Unified Communications Managerセキュリティガイド』を
参照してください。

[セキュアシェルパスワード(Secure
Shell Password)]

[ロケールの設定(Locale Settings)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、UDTに関連付けら
れたロケールを選択します。そのユーザロケールは、言

語とフォントを含んだ、ユーザをサポートする一連の詳

細情報を識別します。

ユーザロケールが指定されない場合、Unified
CMはデバイスプールに関連付けられている
ユーザロケールを使用します。

（注）

ユーザが英語以外の言語で情報を表示する必要

がある場合は、ユーザロケールを設定する前

に、ロケールインストーラがインストールされ

ていることを確認してください。UnifiedCMの
ロケールインストーラのマニュアルを参照して

ください。

（注）

[ユーザロケール(User Locale)]

ドロップダウンリストボックスから、UDTに関連付けら
れたロケールを選択します。ネットワークロケールに

は、特定の地域でUDTにより使用されるトーンおよび断
続周期の定義が含まれています。

ネットワークロケールが指定されない場合、

UnifiedCMはデバイスプールに関連付けられて
いるネットワークロケールを使用します。

（注）

ユーザが国別のトーンを再生する必要がある場

合は、ネットワークロケールを設定する前に、

ロケールがインストールされていることを確認

してください。 Unified CMのロケールインス
トーラのマニュアルを参照してください。

（注）

[ネットワークロケール(Network
Locale)]

[Multilevel PrecedencePreemption(MLPP)の設定(Multilevel PrecedencePreemption (MLPP)Settings)]

このUDTに関連付けられたMLPPドメインのドロップダ
ウンリストボックスからMLPPドメインを選択します。
[なし(None)]値のままにした場合、この UDTを使用する
デバイスのMLPPドメインは、デバイスプールに設定さ
れた値から継承されます。デバイスプールにMLPPドメ
イン設定がない場合、この UDTのMLPPドメインは、
MLPPDomain Identifierエンタープライズパラメータに設
定された値から継承されます。

[MLPPドメイン(MLPP Domain)]
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説明フィールド

使用可能な場合、この設定は、優先トーンを再生できる

デバイスがMLPP優先コールの発信時にその再生機能を
使用するかどうかを指定します。

ドロップダウンリストボックスに含まれる以下のオプ

ションの中から、このUDTに割り当てる設定を選択しま
す。

[デフォルト(Default)]

この UDTは、デバイスプールから [MLPP通知
(MLPP Indication)]の設定値を継承します。

[オフ(Off)]

この UDTは、MLPP優先コールの表示の制御も処
理もしません。

[オン(On)]

この UDTは、MLPP優先コールの表示を制御およ
び処理します。

[MLPP通知(MLPP Indication)]を [オフ(Off)]また
は [デフォルト(Default)]（デフォルトが [オフ
(Off)]の場合）に設定し、かつ [MLPPプリエン
プション(MLPP Preemption)]を [強制(Forceful)]
に設定するという組み合わせで UDTを設定す
ることはできません。

（注）

エンタープライズパラメータ、デバイスプー

ル、またはデバイスレベルで [MLPP通知(MLPP
Indication)]をオンにすると、[MLPP通知(MLPP
Indication)]を UDTに対してオフ（上書き）に
しない限り、デバイスで回線に対する通常の呼

び出し音設定が動作しません。

（注）

[MLPP通知(MLPP Indication)]
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説明フィールド

使用可能な場合、この設定は、進行中のコールを優先で

きるこのUDTがMLPP優先コールの発信時にその優先機
能を使用するかどうかを指定します。

ドロップダウンリストボックスに含まれる以下のオプ

ションの中から、このUDTに割り当てる設定を選択しま
す。

[デフォルト(Default)]

このUDTは、デバイスプールから [MLPPプリエン
プション(MLPPPreemption)]の設定値を継承します。

[無効(Disabled)]

この UDTは、優先順位の高いコールの完了に必要
な場合に、優先順位の低いコールのプリエンプショ

ンの実行を許可しません。

[強制(Forceful)]

この UDTは、優先順位の高いコールの完了に必要
な場合に、優先順位の低いコールのプリエンプショ

ンの実行を許可します。

[MLPP通知(MLPP Indication)]を [オフ(Off)]また
は [デフォルト(Default)]（デフォルトが [オフ
(Off)]の場合）に設定し、かつ [MLPPプリエン
プション(MLPP Preemption)]を [強制(Forceful)]
に設定するという組み合わせで UDTを設定す
ることはできません。

（注）

[MLPPプリエンプション(MLPP
Preemption)]

[サイレント(DND)の設定(Do Not Disturb (DND) Settings)]

このUDTでサイレント（DND）を有効にする場合に、こ
のチェックボックスをオンにします。

[サイレント(Do Not Disturb)]
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説明フィールド

UDTで DNDを有効にした場合、このパラメータでは、
DND機能による着信コールの処理方法を指定できるよう
にします。

[コール拒否(Call Reject)]

このオプションは、着信コール情報がユーザに表示

されないように指定します。 [DND着信呼警告(DND
IncomingCall Alert)]パラメータがどのように設定さ
れているかに応じて、UDTではビープ音を再生し
たり、コールのフラッシュ通知を表示したりしま

す。

[呼出音オフ(Ringer Off)]

このオプションは呼び出し音をオフにしますが、着

信コール情報が UDTに表示されるため、ユーザは
コールを受けることができます。

[共通の電話プロファイル設定を使用(UseCommonPhone
Profile Setting)]

このオプションは、UDT上のデバイスが [共通の電
話プロファイル(Common Phone Profile)]ウィンドウ
の [DNDオプション(DNDOption)]の設定値を使用す
るように指定します。

SCCPを実行している 7940/7960電話機の場合、
選択できるのは [呼出音オフ(Ringer Off)]オプ
ションだけです。モバイルデバイスとデュアル

モードフォンの場合、選択できるのは [コール
拒否(Call Reject)]オプションだけです。モバイ
ルデバイスまたはデュアルモードフォンでDND
の [コール拒否(Call Reject)]がアクティブになっ
ている場合は、コール情報がデバイスに表示さ

れません。

（注）

[DNDオプション(DND Option)]
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説明フィールド

DNDの [呼出音オフ(Ringer Off)]オプションまたは [コー
ル拒否(CallReject)]オプションを有効にした場合、このパ
ラメータはデバイスでコールを表示する方法を指定しま

す。

ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプション

を選択します。

[なし(None)]

このオプションは、この UDTで [共通の電話プロ
ファイル(CommonPhoneProfile)]ウィンドウの [DND
着信呼警告(DND Incoming Call Alert)]の設定値が使
用されるように指定します。

[無効(Disable)]

このオプションは、コールを通知するビープ音とフ

ラッシュの両方を無効にしますが、DNDのオプショ
ンが [呼出音オフ(Rnger Off)]の場合、着信コール情
報は表示されます。 DNDのオプションが [コール
拒否(Call Reject)]の場合は、コールアラートは表示
されず、情報が UDTに送信されません。

[ビープ音のみ(Beep Only)]

このオプションを選択した場合、着信コールがある

と、関連デバイスでビープ音だけが再生されます。

[フラッシュのみ(Flash Only)]

このオプションを選択した場合、着信コールがある

と、関連デバイスでフラッシュアラートだけが表

示されます。

[DND着信呼警告(DND Incoming Call
Alert)]

[自動代替ルーティング(AAR)の設定(Automatic Alternate Routing (AAR) Settings)]

このUDTの自動代替ルーティング（AAR）グループを選
択します。AARグループは、帯域幅不足のためにコール
がブロックされないように、コールをルーティングする

ためのプレフィックス番号を提供します。AARグループ
が指定されない場合、Unified CMではデバイスプールま
たは回線に関連付けられているAARグループを使用しま
す。

[AARグループ(AAR Group)]
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説明フィールド

自動代替ルーティング（AAR）の実行時にこのUDTで使
用される適切なコーリングサーチスペースを選択しま

す。 AARコーリングサーチスペースは、帯域幅不足に
よってコールがブロックされないように、収集された（発

信）番号のルーティング方法を決定するために検索され

るルートパーティションの集合を指定します。

[AARコーリングサーチスペース(AAR
Calling Search Space)]

[ビジーランプフィールドの設定(Busy Lamp Field Settings)]

このフィールドには、BLFプレゼンス機能を設定します。

ドロップダウンリストボックスから、この UDTの BLF
プレゼンスグループを選択します。選択されたグループ

では、この電話番号をモニタできるデバイス、エンドユー

ザ、およびアプリケーションユーザが指定されます。

[BLFプレゼンスグループ(BLF Presence Group)]のデフォ
ルト値は、インストール時に設定された標準のプレゼン

スグループです。Unified CMの管理ページで設定された
BLFプレゼンスグループも、ドロップダウンリストボッ
クスに表示されます。

プレゼンス認証は、BLFプレゼンスグループと連携し
て、グループ間のプレゼンス要求を許可または拒否しま

す。グループ間の許可の設定方法、およびプレゼンスの

Cisco Extension Mobilityとの連携については、『Cisco
Unified Communications Manager機能およびサービスガイ
ド』の「BLFプレゼンス」の章を参照してください。

[BLFプレゼンスグループ(BLFPresence
Group)]

この設定は、ビジーランプフィールド（BLF）DNに現
在コールが存在しない場合に、BLFオーディオアラート
設定を決定します。

[オン(On)]

オーディオアラートを鳴らします。

[オフ(Off)]

オーディオアラートを鳴らしません。

[デフォルト(Default)]

[サービスパラメータ設定(Service Parameters
Configuration)]ウィンドウの設定によって、アラー
トオプションが決定されます。

[BLFオーディオアラート設定(BLF
AudibleAlert Setting、電話がアイドル
のとき)]
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説明フィールド

この設定は、BLF DNに少なくとも 1つのアクティブな
コールが存在しても、コールピックアップアラートが存

在しない場合に、BLFオーディオアラート設定を決定し
ます。

[オン(On)]

オーディオアラートを鳴らします。

[オフ(Off)]

オーディオアラートを鳴らしません。

[デフォルト(Default)]

[サービスパラメータ設定(Service Parameters
Configuration)]ウィンドウの設定によって、アラー
トオプションが決定されます。

[BLFオーディオアラート設定(BLF
AudibleAlert Setting、電話がビジーの
とき)]

[保留音の設定(Music on Hold Settings)]

ユーザが保留操作を開始するときに再生されるオーディ

オソースを指定するには、このドロップダウンリスト

ボックスからオーディオソースを選択します。

オーディオソースを選択しない場合、Unified CMは、デ
バイスプールに定義されているオーディオソースを使用

します。または、デバイスプールがオーディオソース ID
を指定していない場合は、システムデフォルトを使用し

ます。

オーディオソースの定義は、[保留音オーディ
オソースの設定(Music On Hold Audio Source
Configuration)]ウィンドウで行います。アクセ
スするには、[メディアリソース(Media
Resources)] > [保留音オーディオソース(Music on
Hold Audio Source)]を選択します。

（注）

[ユーザ保留MOH音源(UserHoldMOH
Audio Source)]
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説明フィールド

ネットワークでの保留操作の開始時に再生されるオーディ

オソースを指定するには、このドロップダウンリスト

ボックスからオーディオソースを選択します。

オーディオソースを選択しない場合、Unified CMは、デ
バイスプールに定義されているオーディオソースを使用

します。または、デバイスプールがオーディオソース ID
を指定していない場合は、システムデフォルトを使用し

ます。

オーディオソースの定義は、[保留音オーディ
オソースの設定(Music On Hold Audio Source
Configuration)]ウィンドウで行います。アクセ
スするには、[メディアリソース(Media
Resources)] > [保留音オーディオソース(Music on
Hold Audio Source)]を選択します。

（注）

[ネットワーク保留MOH音源(Network
Hold MOH Audio Source)]

[ロケーション設定(Location Settings)]

ロケーションは、コールアドミッション制御（CAC）を
中央集中型コール処理システムに実装する際に使用しま

す。CACでは、ロケーション間のリンクを経由する際に
オーディオコールとビデオコールで使用できる帯域幅を

制限することにより、オーディオ品質とビデオのアベイ

ラビリティを調整できます。ロケーションは、このロケー

ションとの間のコールに使用可能な帯域幅の合計を指定

します。

ドロップダウンリストボックスから、この UDTに適切
なロケーションを選択します。

ロケーションを [Hub_None]に設定すると、そのロケー
ションの機能では帯域幅が追跡されません。ロケーショ

ンに [Phantom]を設定すると、H.323プロトコルまたは
SIPを使用するクラスタ間トランクをまたいで CACを正
常に実行できるロケーションが指定されます。

新しいロケーションを設定するには、[システム(System)]
> [ロケーション情報(Location Info)] > [ロケーション
(Location)]メニューオプションを使用します。

クラスタ間トランクをまたぐロケーションベースのCAC
の詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
システムガイド』の「クラスタ間トランク上のロケーショ

ンベースのコールアドミッション制御」を参照してくだ

さい。

[ロケーション(Location)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、位置情報を選択し

ます。

[未指定(Unspecified)]の位置情報を選択できます。これ
は、この UDTを位置情報に関連付けないことを示しま
す。

[システム(System)] > [位置情報の設定(Geolocation
Configuration)]メニューオプションを使用して設定された
位置情報を選択することもできます。

[位置情報(Geolocation)]

ドロップダウンリストボックスから、この UDTのデバ
イスモビリティモードのオン/オフを切り替えるか、[デ
フォルト(Default)]を選択してデフォルトのデバイスモビ
リティモードを使用します。デフォルトの設定では、

DeviceMobilityModeサービスパラメータの値が使用され
ます。

[現在のデバイスモビリティ設定の表示(ViewCurrentDevice
Mobility Settings)]をクリックして、次のデバイスモビリ
ティパラメータの現在の値を表示します。

• [Cisco Unified CMグループ(Cisco Unified
Communications Manager Group)]

• [ローミング用デバイスプール(Roaming Device Pool)]

• [ロケーション(Location)]

• [リージョン(Region)]

• [ネットワークロケール(Network Locale)]

• [AARグループ(AAR Group)]

• [AARコーリングサーチスペース(AAR Calling Search
Space)]

• [デバイスコーリングサーチスペース(Device Calling
Search Space)]

• [メディアリソースグループリスト(Media Resource
Group List)]

• [SRST]

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
機能およびサービスガイド』の「デバイスモビリティ」

を参照してください。

[デバイスモビリティモード(Device
Mobility Mode)]
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説明フィールド

適切なメディアリソースグループリストを選択します。

メディアリソースグループリストは、優先順位順に並べ

られたメディアリソースグループから構成されます。ア

プリケーションは、メディアリソースグループリストで

定義された優先順位に従って、使用可能なメディアリソー

スの中から、必要なメディアリソース、たとえば、保留

音サーバを選択します。

[なし(None)]を選択すると、UnifiedCMは、デバイスプー
ルに定義されているメディアリソースグループリストを

使用します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
システムガイド』の「メディアリソースの管理」の項を

参照してください。

[メディアリソースグループリスト
(Media Resource Group List)]

リモートサイトへの SCCPパイプ上で接続時間が遅延し
ている場合は、[リモートデバイス(RemoteDevice)]チェッ
クボックスをオンにします。このチェックボックスをオ

ンにすると、登録時にUDTにバッファを割り当て、SCCP
メッセージを組み込むように Unified CMに指示されま
す。

この機能はリソースを消費するため、SCCPを
実行している電話機にシグナリングの遅延が生

じている場合にだけ、このチェックボックスを

オンにしてください。このオプションは、ほと

んどのユーザには必要ありません。

ヒント

Unified CMは、ステーションバッファがいっぱいになっ
たとき、メディア関連メッセージの受信直後、または

Bundle Outbound SCCP Messages Timerが時間切れになっ
たときに、組み込まれたメッセージを UDTに送信しま
す。

Bundle Outbound SCCP Messages Timerに対して
デフォルト設定（100ミリ秒）以外の設定値を
指定するには、Cisco CallManagerサービスの
[サービスパラメータ設定(Service Parameters
Configuration)]ウィンドウで新しい値を設定し
ます。 100ミリ秒が推奨設定ですが、15～ 500
ミリ秒を入力することができます。

（注）

[リモートデバイス(Remote Device)]

関連トピック

ユニバーサルデバイステンプレートの表示設定の概要
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